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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
火災検出部と、感度情報を記憶部に格納し、かつ、該火災検出部からの検出レベルが火災
閾値以上となると火災判別して火災信号を送信する制御手段と、該制御手段により火災判
別時に点灯される表示手段と、計時手段と、を有する火災感知器において、
前記火災検出部にガスを供給する供給手段を有する点検装置により試験用ガスを供給し、
前記制御手段は、前記火災検出部からの検出レベルの上昇率が所定の加煙閾値以上となる
と前記点検装置による加煙試験の開始と認識し、前記計時手段に作動時間の測定を開始さ
せ、前記検出レベルが火災閾値以上となるときに加煙試験による火災感知器の動作と認識
し、前記計時手段に作動時間の測定を終了させ、測定した作動時間を前記感度情報として
前記記憶部に格納し、前記火災信号の送信時に前記表示手段を、前記感度情報を前記点検
装置へ送信するための光パルスである第１の点灯状態と火災表示を示す第２の点灯状態と
に切替制御することを特徴とする火災感知器。
 

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、火災感知器の点検時に、加煙試験器による動作確認と同時に感度確認も行え
る火災感知器および火災感知器の点検装置に関するものである。
【背景技術】
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【０００２】
　従来の感知器点検具は、煙感知器の加煙試験をすることしかできなく、感度試験を実施
する場合は、煙感知器を天井等から取り外して感度試験器で取付する必要があった。従っ
て、感知器の着脱作業を伴うために時間を要していた。
【特許文献１】特開平０９－０９７３８９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　従来の火災感知器は、感知器点検具による煙の発生によって検出レベルが火災閾値以上
となると作動し、その際に、点検者がストップウォッチ等でその火災感知器が作動するま
での作動時間を計測していた。また、感度試験は天井から取り外した火災感知器を感度試
験器に取付する必要があった。従って、作業時間を要するうえ、手間がかかるものであっ
た。
【０００４】
　本発明は、火災感知器の加煙試験と感度試験を同時に実施し、点検者の作業性が向上で
きる火災感知器および火災感知器の点検装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
本発明の火災感知器においては、火災検出部と、感度情報を記憶部に格納し、かつ、該火
災検出部からの検出レベルが火災閾値以上となると火災判別して火災信号を送信する制御
手段と、該制御手段により火災判別時に点灯される表示手段と、計時手段と、を有する火
災感知器において、前記火災検出部にガスを供給する供給手段を有する点検装置により試
験用ガスを供給し、前記制御手段は、前記火災検出部からの検出レベルの上昇率が所定の
加煙閾値以上となると前記点検装置による加煙試験の開始と認識し、前記計時手段に作動
時間の測定を開始させ、前記検出レベルが火災閾値以上となるときに加煙試験による火災
感知器の動作と認識し、前記計時手段に作動時間の測定を終了させ、測定した作動時間を
前記感度情報として前記記憶部に格納し、前記火災信号の送信時に前記表示手段を、前記
感度情報を前記点検装置へ送信するための光パルスである第１の点灯状態と火災表示を示
す第２の点灯状態とに切替制御するものである。
 
【０００８】
　また、本発明の火災感知器においては、感度情報は、火災検出部の汚損度または火災感
知器の作動時間であるものである。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の火災感知器は、点検装置の試験用ガスの噴射により検煙空間に煙粒子等が侵入
する際、検出レベルが急上昇してから火災閾値以上となるときに各表示灯に感度情報を送
信させるものである。よって、点検装置の加煙開始から火災感知器発報までの間、点検者
がストップウォッチ等を使用する必要がない。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　図１は、本発明の実施形態における光電式煙感知器２０のブロック図である。光電式煙
感知器２０は、発光回路１と、受光増幅回路２と、制御回路３と、定電圧回路４と、作動
表示回路５と、送信回路６と、からなる。また、制御回路３は、Ａ／Ｄ変換器１３と、火
災判別部１４と、記憶部１５、計時手段１６などを備えるＣＰＵ１７を有するものである
。
【００１５】
　発光回路１内の発光素子（図示せず）は、検煙空間に所定間隔でパルス光を照射する。
検煙空間に煙粒子が侵入すると、煙粒子により生じる散乱光の受光量より受光増幅回路２
内の受光素子（図示せず）が受光信号を出力する。制御回路３は、受光増幅回路２で増幅
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された増幅信号をＡ／Ｄ変換器１３に入力し、得られた検出レベルが閾値以上のときに火
災と判別して火災信号を出力するとともに、各表示灯を点灯制御させる。また、定電圧回
路４は各回路に対し、安定した電圧を供給するものである。また、作動表示回路５は、例
えば、可視光の作動表示灯１９により火災感知器が作動状態であることを報知するもので
ある。また、送信回路６は、例えば、赤外光の感度表示灯１８により感度情報を点検装置
へ送信するものである。
【００１６】
　感度情報は、検煙空間の汚れ度合と、加煙試験による感知器の作動時間と、からなる。
検煙空間の汚れ度合は、記憶部１５に格納された、例えば６時間前から現在までの検出レ
ベルの平均値を算出するものであり、監視開始時からの汚れ増加による検出レベルの上昇
値、または、火災閾値との差分値などとして記憶部１５に格納する。感知器の作動時間は
、制御回路３の火災判別部１４で、例えば６秒前から現在までの検出レベルの上昇率（％
／ｍ／６秒）を演算して、検出レベルの上昇率が予め設定した加煙閾値以上であるかを判
断する。火災判別部１４は上昇率が加煙閾値以上であるときに加煙試験開始と認識し、計
時手段１６に作動時間の測定を開始させる。なお、感度表示灯１８に加煙試験開始の認識
信号を送信させてもよい。そして、火災判別部１４は検出レベルが火災閾値以上であると
きに加煙試験による火災感知器の作動と認識し、計時手段１６に作動時間の測定を終了し
て記憶部１５に格納する。これらの双方またはどちらか一方の感度情報は、感知器作動時
に光パルス信号により点検装置に送信される。また、点検装置に計時手段を設ける場合は
、汚れ度合だけを送信するようにしてもよい。
【００１７】
　この状態で、感度表示灯１８はＣＰＵ１７の記憶部１５に格納された感度情報を含める
赤外線パルスを発光する一方で、作動表示灯１９は連続発光する。また、感度表示灯１８
と作動表示灯１９の表示タイミングは任意に設定される。また、表示灯を１つの可視光線
の発光素子で兼用する場合、制御回路３は、検出レベルが火災閾値以上となると感度表示
と作動表示を切替制御する。この状態で、図示しない受信機の復旧スイッチを操作すると
光電式煙感知器２０は監視状態に戻る。なお、光電式煙感知器２０に送信部を設け、感度
情報を無線送信してもよい。
【００１８】
　図２は、本発明の実施形態の火災感知器の点検装置３０の構成図である。点検装置３０
は、試験用ガスが充填されているガスボンベ３１と、ガスボンベ３１のノズルを開栓して
光電式煙感知器２０の火災検出部に試験用ガスを供給するノズル開栓手段３２と、火災感
知器の感度表示灯１８から感度情報を受光する受光手段３３と、受光した感度情報を表示
する図示しない表示手段と、感度情報より光電式煙感知器２０が正常であるかを判断する
試験判定部３４と、点検中に光電式煙感知器２０を覆うフード３５と、点検装置３０を光
電式煙感知器２０の取付位置まで近づける支持棒３６と、からなる。
【００１９】
　本発明の実施形態の火災感知器の点検装置３０による手順を説明する。まず、点検者は
、支持棒３６を用いて、天井面等に設置されている光電式煙感知器２０を点検装置３０の
略蛇腹形状のフード３５で確実に覆う。この状態で、点検装置３０を設置面に押し上げる
と、ノズル開栓手段３２が押されてガスボンベ３１のノズルを開栓して試験用ガスを噴射
する。この状態で、光電式煙感知器２０の感度（１種、２種、３種）に応じて噴射時間を
変化させる。光電式煙感知器２０はフード３５で覆われているので、試験用ガスはフード
３５内を進み、順次、光電式煙感知器２０の煙流入口から検煙空間に入り込む。これによ
り、検出レベルの上昇率は加煙閾値以上の急上昇となるため、火災検出部１４は試験用ガ
スが噴射されたことを認識し、計時手段１６に作動時間の測定を開始させる。さらに、検
煙空間に試験用ガスが入り続けて検出レベルが火災閾値を超えると、光電式煙感知器２０
は作動状態となり、計時手段１６で測定した作動時間を記憶部１５に格納し、検煙空間の
汚れ度合と作動時間を合わせた感度情報を光パルスにより送信する。この光パルスを点検
装置３０の受光手段３３が受信し、試験判定部３４により試験結果を判定する。また、表
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示手段は、感知器の感度情報および試験結果を表示させる。
【００２０】
　また、計時手段１６は、点検装置３０に設けてもよい。この場合、点検装置３０のガス
開栓手段３２が押されたときに作動時間を測定開始すればよい。また、試験用ガスが噴射
開始から検煙空間へ進入するまでに時間差が発生する場合は、作動時間を測定値より小さ
く補正してもよい。
【００２１】
　光電式煙感知器２０の火災判別部１４は、加煙開始後、検出レベルの上昇率が防虫網の
目詰まり閾値未満と小さくなるときは、通常時の感度情報に加えて防虫網の目詰まり警報
を送信する。一方、点検装置３０は防虫網の目詰まり警報を表示する。この場合は、光電
式煙感知器２０の図示しない防虫網を清掃するなどで対応する。
【００２２】
　図３は、本発明の実施形態における光電式煙感知器２０の試験時の動作を示すフローチ
ャートである。Ｓ１で、発光素子が検煙空間にパルス発光する。Ｓ２で、受光素子の受光
出力による検出レベルを演算して記憶部１５に格納する。Ｓ３で、記憶部１５に格納され
た過去から現在までの検出レベルの平均値を演算して、検煙空間の汚れ度合を感度情報と
して記憶部１５に格納する。Ｓ４で、制御回路３の火災判別部１４は、検出レベルの上昇
率（％／ｍ／時間）が予め設定した加煙閾値以上であるかを判断する。加煙閾値以上であ
れば、Ｓ５で、加煙開始と認識して、加煙閾値未満であれば、Ｓ１に戻る。
【００２３】
　Ｓ６で、発光素子が検煙空間にパルス発光する。Ｓ７で、受光素子の受光出力による検
出レベルを演算して記憶部１５に格納する。Ｓ８で、記憶部１５に格納された過去から現
在までの検出レベルの平均値を演算して、検煙空間の汚れ度合を感度情報として記憶部１
５に格納する。Ｓ９で、制御回路３の火災判別部１４は、検出レベルが予め設定した火災
閾値以上であるかを判断する。火災閾値以上であれば、Ｓ１０で、加煙開始時から作動時
までの検出レベルの上昇率が防虫網の目詰まり閾値以上であるかを判断する。目詰まり閾
値以上であれば正常と判断し、Ｓ１１で、感度表示灯１８により感度情報を送信し、Ｓ１
２で、作動表示灯１９を点灯させる。一方で、目詰まり閾値未満であれば異常と判断し、
Ｓ１３で、感度表示灯１８により感度情報と目詰まり警報を送信し、Ｓ１４で、作動表示
灯１９を点灯させる。なお、Ｓ９で、検出レベルが火災閾値未満であれば、Ｓ６に戻る。
【００２４】
　なお、点検対象の光電式煙感知器２０の感度（１種、２種、３種）により、ガスボンベ
３１のノズルを開栓している時間は異なるが、同じ方法で点検できる。また、実施形態で
は光電式煙感知器２０の例を示したが、イオン化式煙感知器でもよい。さらに、熱感知器
や炎感知器などにも応用できる。
 
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明の実施形態における光電式煙感知器２０のブロック図である。
【図２】本発明の実施形態における火災感知器の点検装置３０の構成図である。
【図３】本発明の実施形態における光電式煙感知器２０の試験時の動作を示すフローチャ
ートである。
【符号の説明】
【００２６】
　１　　発光回路
　２　　受光増幅回路
　３　　制御回路
　４　　作動表示回路
　５　　定電圧回路
　６　　送信回路
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　１１　発光素子
　１２　受光素子
　１３　Ａ／Ｄ変換器
　１４　火災判別部
　１５　記憶部
　１６　計時手段
　１７　ＣＰＵ
　１８　感度表示灯
　１９　作動表示灯
　２０　光電式煙感知器
　３０　点検装置
　３１　ガスボンベ
　３２　ノズル開栓手段
　３３　受光手段
　３４　試験判定部
　３５　フード
　３６　支持棒
 
 

【図１】

【図２】

【図３】
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